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札幌市子ども・子育て支援ニーズ調査報告（抜粋） 

 

１．調査の概要：                                

（１）目的： 

 (仮称)「札幌市子ども・子育て支援事業計画」策定に向けて、事業量の目標設定に必要な幼児

期の学校教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業の利用の現状・希望を把握するとともに、

市民の子育てに関する生活実態や要望・意見などを把握するために実施。 

 

 

（２）調査対象と回収サンプル数： 

◎住民基本台帳（平成 25 年 10 月 1 日現在）から無作為に抽出した、就学前児童（5 歳以下）

の保護者 15,000 人 

◎回収数：6,208 件（回収率 41.4％） 

 

（３）調査手法： 

 郵送アンケート調査（郵送発送、郵送回収） 

 

（４）調査期間： 

 平成 25 年 11 月 19 日（調査票発送）～12 月 6 日（回収締切、当日消印有効） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

超察結果の凡例 

＜SA＞ シングルアンサー（単一回答）   ＜MA＞ マルチアンサー（複数回答） 

＜1～3A＞選択肢を 1 つ～3 つまで選択可能 N サンプル数 

注記 

○サンプル数 N は、注記のない限り、非該当者（その設問に答える必要のない方）を除いた数であるため、

回収数以下になる。 

○不明は、未回答（未記入）などで回答内容が不明であることを示す。 

○割合は、原則としてシングルアンサー設問＜SA＞については回答不明者（未記入など）を含めて集計し、

マルチアンサー設問＜MA＞については、回答不明者を除いて集計している。 

○マルチアンサー設問＜MA＞では、表記の割合の合計は 100%を超える。 

○シングルアンサー設問＜SA＞に関しても、表記の割合は選択肢ごとに少数点第二位を四捨五入しているた

め、合計が 100%にならない場合がある。 

参考資料１ 
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２．調査結果：                                

Ａ．子どもと家族の状況： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

子＋両親

87.3%

子＋両親＋祖

父母

6.4%

子＋母親

3.5%

子＋父親

0.2%

子＋母親＋祖

父母

1.6%

子＋父親＋祖

父母

0.03%

子＋祖父母

0.03%

その他

0.03% 不明

0.9%

父母ともに

38.3%

主に母親

60.2%

主に父親

0.2%

主に祖父母

0.6% その他

0.1%

不明

0.6% 200万円未満

4.8%

200～300万円

未満

11.4%

300～400万円

未満

18.6%

400～500万円

未満

18.8%

500～700万円

未満

23.1%

700～1,000万

円未満

12.2%

1,000万円以

上

4.1%

わからない・

答えたくない

5.9%

不明

1.3%

1人

2.7%

2人

44.7%

3人

42.5%

4人

5.4%

5人以上

3.4%

子どもを欲し

いとは思わな

かった
0.7% 不明

0.5%
1人

16.5%

2人

59.5%

3人

19.1%

4人

2.8%

5人以上

0.7% 不明

1.5%

36.7 

48.6 

4.6 

2.4 

18.4 

15.9 

16.3 

10.8 

9.2 

9.5 

25.8 

18.9 

6.1 

3.2 

14.3 

20.4 

6.1 

5.9 

17.9 

24.9 

2.0 

1.4 

9.9 

13.2 

2.0 

0.5 

2.8 

4.4 

19.4 

15.0 

8.4 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子＋母親＋祖父母（Ｎ＝98）

子＋母親（Ｎ＝220）

子＋両親＋祖父母（Ｎ＝392）

子＋両親（Ｎ＝5368）

200万円未満 200～300万円未満 300～400万円未満

400～500万円未満 500～700万円未満 700～1,000万円未満

1,000万円以上 わからない・答えたくない

問５ 世帯構成＜SA＞（N=6,208） 問６ 子育ての主な担い手＜SA＞ 

（N=6,208） 

問８（１）ほしい子どもの人数＜SA＞

（N=6,208） 

問８（２）実際に予定している子ども

の人数＜SA＞（N=6,208） 

問７ 世帯年収＜SA＞（N=6,208） 

問 5 世帯構成×問 7 世帯年収（単位％） 

※サンプル数（N）が 10 超の世帯類型のみ 
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Ｂ．子どもの育ちをめぐる環境： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

24.7 

57.1 

2.3 

13.4 

18.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

日常的に祖父母などの親族にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際にには祖父母等の親族に

みてもらえる

日常的に子どもを見てもらえる友人・知人がいる

緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえ

る友人・知人がいる

子どもをみてもらえる人はいない

（％）

15.5 

6.5 

36.2 

23.6 

8.5 

69.6 

11.2 

24.1 

11.0 

12.2 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

子どもの世話が大変だから

家族からの十分な理解・協力が得られないから

高齢出産になるから

健康・体力に自信がないから

時間的なゆとりがなくなるから

経済的な負担が増えるから

住まいが狭いから

仕事と子育ての両立が大変だから

子どもの将来の環境に不安を感じるから

その他

特に理由はない

（％）

3.4 

2.4 

13.7 

6.1 

1.4 

46.6 

0.7 

6.9 

1.8 

8.4 

8.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

子どもの世話が大変だから

家族からの十分な理解・協力が得られないから

高齢出産になるから

健康・体力に自信がないから

時間的なゆとりがなくなるから

経済的な負担が増えるから

住まいが狭いから

仕事と子育ての両立が大変だから

子どもの将来の環境に不安を感じるから

その他

不明

（％）

問９（１）予定している子どもの人数がほしい人数より少ない理由 

＜1～3A＞（N=2,925） 

問９（２）最も大きい理由＜SA＞（N=2,867） 

問 10 子どもをみてもらえる親族・知人＜SA＞（N=6,170） 
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36.9 

33.8 

19.4 

35.5 

17.3 

5.6 

36.7 

3.2 

19.4 

28.3 

21.7 

22.1 

2.7 

10.7 

10.9 

6.0 

4.2 

6.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

子どもの病気や発育・発達に関すること

子どもの食事や栄養に関すること

子どもとの時間が十分にとれないこと

子どもの教育に関すること

子どもの友達づきあい(いじめ等を含む)に関すること

子育ての方法が良くわからないこと

子どもを叱りすぎている気がすること

子どもの手を上げたり、世話をしなかったりしてしまうこと

子育てによる身体や精神的な疲れが大きいこと

自分の自由や時間がもてないこと

仕事と子育ての両立が大変なこと

子育ての経済的負担が大きいこと

話し相手や相談相手がいないこと

子育てに関して配偶者・パートナーの協力が少ないこと

配偶者・パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人がいないこと

地域の子育て支援サービスの内容や利用・申込み方法がよくわからないこと

その他

特にない

（％）

85.5 

75.0 

73.0 

6.4 

7.4 

5.7 

19.1 

13.5 

0.2 

10.2 

0.7 

0.5 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

配偶者

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設(児童館等)やNPO

保健所・保健センター

保育所などの保育士

幼稚園の教諭

民生委員・児童委員

かかりつけの医師

行政の子育て関連担当窓口

その他

気軽に相談できる先はない

（％）

41.9 

17.7 

39.7 

13.3 

71.6 

29.2 

2.0 

39.8 

16.2 

5.6 

7.8 

1.5 

4.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

テレビ・ラジオ

新聞

雑誌・情報誌

書籍(雑誌以外)

家族・友人・知人

札幌市発行の情報誌、パンフレット、チラシ

行政による子育て相談(窓口・電話など)

札幌市の広報誌「広報さっぽろ」

地域で行われている子育てサロンや育児サークル

札幌市のホームページ

インターネット(札幌市のホームページ以外)

その他

特にない

（％）

楽しさの方が

多い

28.0%

どちらかとい

えば楽しさの

方が多い
31.6%

楽しさと大変

さが同じくら

い
31.4%

どちらかとい

えば大変さの

方が多い
6.9%

大変さの方が

多い

1.4%
不明

0.6%

問 11 子育てについて気軽に相談できる相談先＜MA＞（N=6,173） 

問 12 子育てや子育て支援情報の入手先＜MA＞（N=6,098） 問 13 子育てに楽しさと大変さのどち

らを感じることが多いか＜SA＞

（N=6,208） 

問 14 子育ての悩み＜MA＞（N=6,155） 
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Ｃ．保護者の就労状況： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フルタイム

11.9%

パートタイ

ム、アルバイ

トなど
79.6%

不明

8.4%

ﾌﾙﾀｲﾑ就労、

産休・育休・

介護休業中で
はない

17.0%

ﾌﾙﾀｲﾑ就労、

産休・育休・

介護休業中
8.0%

ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲ

ﾄ、産休・育

休・介護休業
中ではない

15.7%ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲ

ﾄ、産休・育

休・介護休業
中

1.0%

以前は就労し

ていたが、現

在は就労して
いない

49.5%

これまで就労

したことがな

い
6.2%

不明

2.6%

ﾌﾙﾀｲﾑへの転

換希望があ

り、実現でき
る見込みがあ

る

7.4%

ﾌﾙﾀｲﾑへの転

換希望はある

が、実現でき
る見込みはな

い

26.9%

ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ

などの就労を

続けることを
希望

56.9%

ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ

などをやめて

子育てや家事
に専念したい

8.0%

不明

0.9%

すぐにでも、

もしくは1年

以内に就労し
たい

22.0%

1年より先に

就労したい

48.2%

子育てや家事

などに専念し

たい(就労の
希望はない)

28.5%

不明

1.3%

問 15（１）母親の就労状況＜SA＞

（N=6,141） 

問 15（４）【パート・アルバイトの方限定】 

母親のフルタイムへの転換希望の有無 

＜SA＞（N=1,027） 

問 15（５）【未就労の方限定】 

母親の就労希望の有無 

＜SA＞（N=3,416） 

問 15（７）【未就労かつ就労希望の方限定】 

母親の希望する就労形態 

＜SA＞（N=2,397） 
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Ｄ．平日の定期的な教育・保育事業の利用状況： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

利用している

54.2%

利用していな

い

45.3%

不明

0.5%

62.9 

3.8 

0.1 

9.6 

8.2 

1.1 

2.4 

38.0 

9.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

利用する必要がない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが空きがない

利用したいが経済的な理由で利用できない

利用したいが時間帯の条件が合わない

利用したいが質や場所など納得できる事業がない

まだ家庭での子育てを大切にしたいから

その他

（％）

44.8 

6.7 

39.5 

2.0 

0.3 

2.5 

1.3 

5.3 

0.3 

0.2 

0.9 

3.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

幼稚園(通常の就園時間の利用)

幼稚園預かり保育

認可保育所・公立保育所

認定こども園

家庭的保育事業

事業所内保育事業

さっぽろ保育ルーム

その他認可外の保育施設

幼稚園保育室

居宅訪問型保育事業(ベビーシッター)

さっぽろ子育てサポートセンター

その他

（％）

99.8 

97.7 

89.3 

50.8 

36.5 

25.1 

5.4 

0.2 

2.3 

10.7 

49.2 

63.5 

74.9 

94.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

6歳（Ｎ＝402）

5歳（Ｎ＝913）

4歳（Ｎ＝1016）

3歳（Ｎ＝885）

2歳（Ｎ＝1014）

1歳（Ｎ＝1166）

0歳（Ｎ＝754）

利用している 利用していない

問 17 利用の有無＜SA＞（N=6,208） 

問 17-1 「定期的に」利用している事業＜MA＞（N=3,340） 

問 17-5 利用していない理由＜MA＞（N=2,764） 

問 2 子の年齢×問 17 利用の有無 

※子の年齢については「問 2 子の生年月日」より平成 26

年 4月 1日現在の年齢とし算出 
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Ｅ．土日祝日、長期休暇中の「教育・保育事業」の利用： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆ．【平日の「教育・保育事業」利用者限定】子どもが病気・ケガの際の対応：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

19.0 

64.8 

33.4 

30.0 

0.4 

1.4 

2.5 

0.5 

0.6 

2.0 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

父親が休んだ

母親が休んだ

親族・知人に子どもをみてもらった

両親のうち就労していない方が子どもをみた

さっぽろ子育てサポートセンターを利用した

札幌市こども緊急ｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸを利用した

病後児保育事業(病後児デイサービス)を利用した

ベビーシッターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

（％）

あった

75.4%

なかった

21.9%

不明

2.7%

特に利用希望

はない

84.2%

ほぼ毎週利用

したい

2.4%

月に1～2回は

利用したい

11.1%

不明

2.3%

特に利用希望

はない

46.2%

休みの期間

中、ほぼ毎日

利用したい
11.3%

休みの期間

中、週に数日

利用したい
40.5%

不明

2.1%

特に利用希望

はない

71.2%

ほぼ毎週利用

したい

10.1%

月に1～2回は

利用したい

16.9%

不明

1.9%

出来れば行政

の預かりサー

ビスを利用し
たい

38.1%

行政の預かり

サービスを利

用したいとは
思わない

59.6%

不明

2.4%

問 21 子どもが病気やケガで「教育・

保育事業」が利用できなかったことが

あったか＜SA＞（N=3,365） 

問 21-1【病気やケガで「教育・保育事業」が利用できなかったことが

あった方限定】 

どのように対応したか＜MA＞（N=2,500） 

問 21-2【父親・母親が休んで対応した方限定】 

「病児・病後児のための預かりサービス」利用希望

の有無＜SA＞（N=1,655） 

問 19（１）土曜日の利用希望＜SA＞

（N=6,208） 

問 19（２）日曜・祝日の利用希望 

＜SA＞利用希望（N=6,208） 

問 19（３）長期休暇中の利用希望 

＜SA＞利用希望（N=6,208） 
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Ｇ．不定期の教育・保育事業、宿泊を伴う一時預かり等の利用： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

31.8 

27.4 

10.2 

2.4 

52.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

不定期の就労

その他

利用する必要はない

（％）

利用したい

34.4%

利用したいと

は思わない

62.8%

不明

2.8%

0.0 

0.1 

0.2 

12.1 

3.7 

0.1 

0.5 

84.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

札幌市こども緊急サポートネットワークを利用

子育て短期支援事業(ショートステイ)を利用

認可外保育施設、ベビーシッター等を利用

(同居者を含む)親族・知人にみてもらった

仕方なく子どもを同行させた

仕方なく子どもだけで留守番をさせた

その他

なかった

（％）

1.4 

0.4 

0.1 

3.9 

6.7 

0.9 

1.3 

86.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

さっぽろ子育てサポートセンター

札幌市こども緊急サポートネットワーク

子育て短期支援事業(ショートステイ)

保育所などでの一時預かり事業

幼稚園の預かり保育

ベビーシッター

その他

利用していない

（％）

問 22 日中、不定期的に利用している事業＜MA＞（N=6,092） 

問 23 どのような場合に利用したいか＜MA＞（N=5,980） 

問 24 泊りがけで両親以外が子どもをみなければならなかった場合、どの

ような対応をしたか＜MA＞（N=5,947） 

問 24-1【一時預かりサービスを利用する以外の対応をした方限定】 

 「宿泊を伴う一時預かり等」の利用意向＜SA＞（N=906） 
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Ｈ．地域の子育て支援事業の利用状況： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｉ．【宛名のお子さんが5歳以上である方限定】小学校就学後の放課後の過ごし方： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

64.3 

14.3 

12.7 

10.7 

8.4 

28.6 

3.1 

9.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

保育所や幼稚園などに通っていて機会がないから

開催している日や時間帯が合わないから

家から遠く、利用しづらいから

どこでいつ行われているかわからないから

どんな事業内容かよくわからないから

特に利用する必要性を感じないから

常設サロン以外の子育てサロンで十分だから

その他

（％）

48.2 

18.3 

46.9 

0.5 

8.4 

37.3 

4.3 

11.9 

14.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

さっぽろ子育てサポートセンター

児童会館、ミニ児童会館(児童クラブを利用せず)

児童会館、ミニ児童会館(児童クラブを利用)

民間児童育成会

その他(地区センター、図書館、公園など)

現時点ではわからない

（％）

48.9 

15.2 

48.1 

0.5 

6.6 

24.5 

2.2 

10.3 

27.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事

さっぽろ子育てサポートセンター

児童会館、ミニ児童会館(児童クラブを利用せず)

児童会館、ミニ児童会館(児童クラブを利用)

民間児童育成会

その他(地区センター、図書館、公園など)

現時点ではわからない

（％）

15.0 

15.0 

75.6 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

常設子育てサロン

その他の子育てサロン

利用していない

（％）

今後(も)利用

したい

33.2%

利用したいと

は思わない・

利用しない
64.9%

不明

2.0%

問 25 利用している子育てサロン＜MA＞（N=6,164） 問 25-1 常設子育てサロンの利用希望＜SA＞

（N=6,208） 

問 25-2 常設子育てサロンを利用しない理由＜MA＞（N=3,992） 

問 26（１）放課後をどこで過ごさせたいか（小学校低学年）＜MA＞（N=934） 

問 26（２）放課後をどこで過ごさせたいか（小学校高学年）＜MA＞（N=783） 
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Ｊ．妊娠・出産、育児休業や短時間勤務制度： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

低学年の間は

利用したい

39.3%

高学年になっ

ても利用した

い
37.3%

利用する予定

はない

6.9%

不明

16.5%

低学年の間は

利用したい

10.3%
高学年になっ

ても利用した

い
6.9%

利用する予定

はない

72.8%

不明

10.0%低学年の間は

利用したい

25.4%

高学年になっ

ても利用した

い
18.3%

利用する予定

はない

42.7%

不明

13.6%

41.2 

57.9 

34.5 

27.9 

6.5 

3.2 

22.1 

9.5 

9.5 

5.8 

6.1 

14.4 

2.8 

4.6 

1.5 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

母親の健康面の相談

赤ちゃんの育児相談

保健師・助産師などの家庭訪問

家事などのヘルパー

赤ちゃんの沐浴などの育児ヘルパー

外出に同行してくれるボランティア

子育て中の母親同士の交流

子育て経験者から気軽に話を聞ける場や機会

父親向けの育児教室

行政による子育て情報の提供

育児方法を習得する機会

医療機関などでの母子入所などによる産後ケア

その他

特にない

わからない

（％）

31.3 

6.0 

1.5 

6.0 

17.9 

14.9 

10.4 

32.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

仕事が忙しかったため

家事や育児で忙しかったため

施設が遠かったため

待ち時間が長かったため

料金が高かったため

順調だと自信があったため

上のお子さんを連れて行くのが大変だったため

その他

（％）

出産までの

間、定期的に

受診した
98.3%

あまり受診し

なかった

0.5%

一度も受診し

なかった

0.6% 不明

0.6%

問 27（１）【児童クラブ、民間児童育

成会利用希望者限定】 

放課後児童クラブの利用希望（土曜日）

＜SA＞（N=389） 

問 27（２）【児童クラブ、民間児童育

成会利用希望者限定】 

放課後児童クラブの利用希望（日・祝

日）＜SA＞（N=389） 

問 27（３）【児童クラブ、民間児童育

成会利用希望者限定】 

放課後児童クラブの利用希望（長期休

暇中）＜SA＞（N=389） 

問 28 妊婦健康診査を受診したか 

＜SA＞（N=6,208） 

問 29 妊婦健康診査を受診しなかった理由＜1～2A＞（N=67） 

問 30 妊娠中や出産直後に特に重要だと考えるサポート＜MA＞（N=5,757） 
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35.2 

40.9 

0.3 

4.5 

5.6 

24.0 

1.1 

17.5 

35.3 

0.1 

14.6 

0.5 

1.8 

6.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があったから

仕事が忙しかったから

(産休後に)仕事に早く復帰したかったから

仕事に戻るのが難しそうだったから

昇給・昇格などが遅れそうだったから

収入減となり、経済的に苦しくなるから

保育所(園)などに預けることができたから

配偶者が育児休業制度を利用したから

制度を利用する必要がなかったから

子育てや家事に専念するため退職したから

職場に育児休業の制度がなかったから

有期雇用のため取得要件を満たさなかったから

育児休業を取得できることを知らなかった

その他

（％）

17.9 

6.9 

6.1 

14.5 

0.5 

8.3 

7.4 

0.1 

3.0 

51.9 

19.8 

6.3 

1.4 

11.8 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があったから

仕事が忙しかったから

(産休後に)仕事に早く復帰したかったから

仕事に戻るのが難しそうだったから

昇給・昇格などが遅れそうだったから

収入減となり、経済的に苦しくなるから

保育所(園)などに預けることができたから

配偶者が育児休業制度を利用したから

制度を利用する必要がなかったから

子育てや家事に専念するため退職したから

職場に育児休業の制度がなかったから

有期雇用のため取得要件を満たさなかったから

育児休業を取得できることを知らなかった

その他

（％）

もともと働い

ていなかった

1.1% 取得した

2.1%
現在、取得中

である

0.03%

取得していな

い

94.9%

不明

1.8%

もともと働い

ていなかった

59.2%

取得した

20.7%

現在、取得中

である

6.2%

取得していな

い

13.3%

不明

0.6%

問 31-1 育児休業を取得しなかった理由（母親）＜MA＞（N=772） 

問 31-1 育児休業を取得しなかった理由（父親）＜MA＞（N=4,921） 

問 31 子の出生時に育児休業を取得したか 

（母親）＜SA＞（N=6,208） 

問 31 子の出生時に育児休業を取得したか 

（父親）＜SA＞（N=6,208） 
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利用した

5.5%

利用しなかっ

た

79.8%

不明

14.7%

利用した

42.1%

利用しなかっ

た

55.0%

不明

2.9%

4.2 

76.4 

8.3 

2.8 

2.8 

12.5 

9.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

勤め先の制度や指示のため仕方なく

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

（％）

59.0 

0.0 

5.1 

33.3 

7.7 

15.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

勤め先の制度や指示のため仕方なく

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目の時期に合せるため

その他

（％）

36.6 

44.4 

1.5 

32.3 

23.1 

9.9 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

勤め先の制度や指示のため仕方なく

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

経済的な理由で早く復帰する必要があったため

人事異動や業務の節目の時期に合せるため

その他

（％）

問 31-4 【育児休業後、職場に復帰した方限定】 

     職場復帰が希望より早かった場合の理由（母親）＜MA＞（N=745） 

問 31-4 【育児休業後、職場に復帰した方限定】 

     職場復帰が希望より早かった場合の理由（父親）＜MA＞（N=39） 

問 31-5 【育児休業後、職場に復帰した方限定】 

     職場復帰が希望より遅かった場合の理由（母親）＜MA＞（N=72） 

問 31-6【育児休業後、職場に復帰した方限定】 

短時間勤務制度利用の有無（母親）＜SA＞（N=1,131） 

問 31-6【育児休業後、職場に復帰した方限定】 

短時間勤務制度利用の有無（父親）＜SA＞（N=109） 
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Ｋ．札幌市の子育て支援策等に関する意見： 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.3 

29.8 

18.2 

23.8 

13.7 

46.3 

4.0 

4.0 

8.3 

6.7 

5.9 

1.3 

20.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

文化、スポーツや就業体験など様々な子どもの体

験機会の場を増やす取組み

子連れでもでかけやすく楽しめる場の整備

子育て支援に係る行政サービス等の積極的な情報

提供

子育てに困ったときの相談が出来る場の整備

認可保育所や幼稚園にかかる費用の軽減

子どもが医療機関にかかる費用負担を軽減する制

度

公営住宅における多子世帯の優先入居や広い部屋

の割り当てなど住宅面の配慮

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対

する職場環境の改善の働きかけ

地域住民同士のつながりを強めるイベントや親子

が安心して集まれる身近な場を増やす

ひとり親家庭や障がいのある子どもがいる家庭へ

の支援

いじめや虐待から子どもを守る取り組み

その他

特にない

（％）

26.7 

45.3 

17.3 

1.3 

6.7 

21.3 

0.0 

16.0 

14.7 

6.7 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

職場に利用しにくい雰囲気があったため

仕事が忙しかったため

給与が減額され、経済的に苦しくなるため

保育所の入所申請の優先度が下がるため

配偶者が育休制度や短時間勤務制度を利用した

制度を利用する必要がなかったため

子育てや家事に専念するべく退職したため

職場に短時間勤務制度がなかったため

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

その他

（％）

37.7 

30.4 

32.5 

6.4 

0.3 

5.6 

0.5 

17.2 

12.2 

15.3 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

職場に利用しにくい雰囲気があったため

仕事が忙しかったため

給与が減額され、経済的に苦しくなるため

保育所の入所申請の優先度が下がるため

配偶者が育休制度や短時間勤務制度を利用した

制度を利用する必要がなかったため

子育てや家事に専念するべく退職したため

職場に短時間勤務制度がなかったため

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

その他

（％）

問 32（１）既に充実していると考える子育て支援策＜MA＞（N=5,670） 

問 31-7 短時間勤務制度を利用しなかった理由（母親）＜MA＞（N=575） 

問 31-7 短時間勤務制度を利用しなかった理由（父親）＜MA＞（N=75） 
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30.1 

57.2 

21.8 

17.9 

71.4 

37.7 

11.0 

33.6 

21.1 

19.0 

32.6 

6.4 

2.4 

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0 

文化、スポーツや就業体験など様々な子どもの体

験機会の場を増やす取組み

子連れでもでかけやすく楽しめる場の整備

子育て支援に係る行政サービス等の積極的な情報

提供

子育てに困ったときの相談が出来る場の整備

認可保育所や幼稚園にかかる費用の軽減

子どもが医療機関にかかる費用負担を軽減する制

度

公営住宅における多子世帯の優先入居や広い部屋

の割り当てなど住宅面の配慮

残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対

する職場環境の改善の働きかけ

地域住民同士のつながりを強めるイベントや親子

が安心して集まれる身近な場を増やす

ひとり親家庭や障がいのある子どもがいる家庭へ

の支援

いじめや虐待から子どもを守る取り組み

その他

特にない

（％）

問 32（２）今後充実させてほしい子育て支援策＜MA＞（N=6,097） 


